


出来るだけ最新の具体的事例を使い、コ

ミュニケーションや地域に関わるデザ

インについて理解を深められるように

した。

できるだけ授業内容が身近に感じられ

るよう、画像中心のスライドを毎回用意

した。加えて、効果的に映像資料も使用

した。

授業科ロ デザイン概論

◆前期  □後期
工夫の概要 教材・資料等の概要

自身が講義を担当する回では、より幅広

くデザインの世界を理解してもらえる

よう、できるだけ多くのジャンルから、

これまで携わってきた作品を紹介し、併

せて自身のデザイン笹兄を示した。

デザイン学部 1年生を対象にした本

講座では、「デザイン」に対するより

広い視野を獲得することを目的とし

た。加えて 1年次の基礎授業が 2年

次以降の専門性とどのように繋がっ

ているのか意識的に理解し、2年次以

降のより具体的な進路選択に活かす

ことも意識させた。講座の後半では、

オープンディスカッションや先輩に

よるトークも交えて展開した。

授業科ロ デザイン基礎演習B

◆前期  □後期
工夫の概要 教材 資料等の概要

細かく毎授業ごとにテーマを設定し、そ

れらを積み重ねるうちに、デザインの広

がりとデイテイールの両面を意,J説でき

るよう、授業全体を計画した。

円滑に授業内容を理解し、作業が進めら

れるよう、授業の要点を解説するプリン

トと、内容に沿つたワークシートを毎回

用意した。

かたち・コンテクス ト・流通・歴

史 。経験という視点から、詳細なリ

サーチをくりかえし、最終的にはそ

の リサーチ結果を編集 しブレゼン

テーションする、という一連の作業

を通じ、自身の日常経験や生活環境

がいかにデザインと関わつているの

か、またそれらを支えるデザインが

いかに他のものや環境と関わつてい

るのか意識的に理解させる授業展開

を行った。

授業科ロ デザイン実技13(LS)

□前期  ◆後期

工夫の概要 教材 資料等の概要

生活窪児察の導入としてワークショップ

を実施した。また、リサーチから制作物

への展開がよリスムーズになるよう、そ

れぞれのステップ毎にワークシー トを

作成した。加えて、ブレスト法やラピッ

ドプロトタイピング等、アイデアを展開

する具体的な手法を導入した。

それぞれのステップ毎に作業の助けと

なるプリントを作成した。日常観察の導

入となるテキストを用意した。課題書は

成果物と条件、スケジュールが簡i累に理

解できるフォーマットで用意した。

日常生活で人が無意識に環境を「理

解」し「利用」する行為を取り上げ、

それらを子細に観察、分析 し、その

気付きから制作を行った。リサーチ

から制作への展開を含む一貫 したプ

ロセスを通じて、環境や認知、行動

に対する洞察力を伴った、環境の持

つ「可能性Jか らのデザイン発想を
体験させた。同時にこれまでのデザ

イナー (制作者)と 利用者という二

元的な解釈にも意識を向けさせた。

授業科目 立体造形 (多面体と植物文様)

◆前期  □後期
工夫の概要 教材・資料等の概要

毎回、全員と面談をし、課題の進捗状

況や次回までの具体的なアドバイスを

行った。特に、植物のなかに見られる、

幾何学的要素に気付き、多面体へと展開

できるよう指導した。

植物の中に見られる幾何学的構造に意

識的に目が向けられるような画像資料

や、多面体や植物文様を利用したデザイ

ンの実例などをできるだけ多 く紹介 し

た。
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インヘのより深い理解へと繋げた。

授業の後半では、そのコミュニケー

ションデザインをどのように地域コ

ミュニティーのために活用すること

ができるのか、社会的背景や具体的

な事例を通じて解説した。

デザイン学部一年次で実施するファ

ンデーション (基礎実技)の専任と

して、課題内容、配布物、スケジュー

リングやスタッフィング等、総合的

な視点からファンデーション管理連

営に関わつた。基礎実技の改定に向

けた検討も同時に行った。
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